
ぼ う さ い 瓦 版

自 主 防 災 組 織 の 取 組 の ご 紹 介
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根室市では住民の隣保協同の精神に基づき活動の一環として自主的な防災活動を行うことに
より地震津波その他の災害による被害の防止及び軽減を図ることを目的とし自主防災組織が結
成されています。（112町会中76町会が結成済）
各自主防災組織においては災害時の活動はもとより平時から防災に関する知識の普及啓発等

を目的に様々な活動が実施されています。
他の自主防災組織の活動を参考に地域防災力の向上に取り組みましょう！

防 災 グ ッ ズ の 配 布 地 域 避 難 訓 練

～ 根室市自主防災組織活動活性化助成金を活用しましょう！ ～

根室市では自主防災組織の結成促進及び組織強化を図り災害時に住民自らが初期活動を行う
など住民主体による安全で住みよいまちづくりの推進と更なる自主防災組織活動の活性化のた
め「自主防災組織活動助成金」制度を実施しています。
自主防災組織単位で実施する防災訓練や防災資器材の購入など組織の活性化に関する事業に

活用できる助成制度となっていますので積極的にご活用ください！
詳細については市総務課総務・防災担当（23-6111内線：2223）までお問い合わせください

災害時に役立つグッズをセットにした防災

バッグや防災セットを購入し町会員へ配布。

（防災バッグの中身の例）
・懐中電灯 ・ランタン
・ホイッスル ・レインポンチョ
・サンダル ・アルミシート
・アルミブランケット ・エア枕
・ウォータータンク ・紙皿
・スプーン、フォーク ・ラップ
・歯ブラシ ・マスク
・ティッシュ ・携帯用トイレ
・ポリ袋 ・お薬ケース
・筆記用具 ・ルーペ
・防水スマホ袋 等

【これまでに実施した主な自主防災組織】
・双沖第一 ・双沖第二 ・宝
・厚床東 ・厚床西 ・月見 等

大地震の発生や大津波警報等が発表された想

定で、各地域の指定緊急避難場所等への避難を
実施し、避難の手順や避難経路、避難時間等を
確認した。
（写真は歯舞地区津波避難訓練の様子）

【これまでに実施した主な自主防災組織】
・駒場望洋 ・宝西 ・本町第三
・歯舞第一 ・有磯 ・歯舞新光第二
・歯舞第二 ・歯舞新光第一 ・新和
・歯舞第三 ・友知第二 ・温根元第二
・花咲港第二・鳴海・東和田 ・双沖第三
・双沖第二 ・友知第一 ・双沖第一
・岬 ・昆布盛 ・浜松
・落石西 ・珸瑤瑁第一 ・珸瑤瑁第二
・珸瑤瑁第三・珸瑤瑁第四 ・納沙布
・駒場第二 ・宝林 ・歯舞第五
・琴平 ・宝 ・厚床東

等
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防災パンフレット・チラシ等の配布

独自作成のチラシの配付や北海道町内会連合

会が作成している防災パンフレット等の配布。

（北海道町内会連合会パンフレット）
・防災ハンドブック 一冊 ５０円
・応急手当・健康ハンドブック 一冊 ５０円

※ 購入につきましては、根室市町会連合会
事務局までご相談ください。

（℡：２４－９０６６）

【これまでに実施した主な自主防災組織】
・東梅 ・宝林 ・弁天
・昭和第三 ・西浜新団 ・友知第一
・友知第二 ・栄

等

防災資器材等の購入

マスクや簡易トイレ備蓄用飲料水や備蓄食料

などを購入し町会員への配布や会館の備蓄物品
として配備している。

（購入した資器材の例）
・マスク ・簡易トイレ
・備蓄用飲料水 ・備蓄食料
・スプレー式消火器 ・防災用毛布
・カセットコンロ ・調理用の釜
・ポリタンク ・消火器 等

【これまでに実施した主な自主防災組織】
・川口 ・花咲港第二 ・有磯
・東和田 ・北斗 ・昆布盛
・歯舞第五 ・宝西 ・昭和第三
・歯舞第四 ・駒場望洋 ・本町第三
・歯舞第一 ・岬 ・双沖第一 等

月見町会自主防災組織 月見町会では９月１日の「防災の日」にあわせ

て町会員に防災グッズを配布しました。
グッズ配布は千島海溝沿い巨大地震に伴う津波

の新たな想定の公表や７月に発生した静岡県熱海
市の豪雨・土砂災害をテレビで見た畠山重行会長
が企画。アルミブランケットや携帯用トイレなど
災害時に必要となる３０種類のアイテムがリュッ
クに収まったもので「巨大地震発生が緊迫とされ
ている根室市。地震津波への備えのほか全国各地
では大雨被害など災害も多様化している。「もし
も」のために一つ持って逃げられるリュックの存
在が町会員の安心につながれば。」と話していま
す。
リュックを受け取った町会員の方は「使うか分

からないので自分で購入できないでいた。常備薬
など自分が必要なものも入れて災害に備えた

い。」と防災への意識を高めていました。


